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知っていますか？ヘルプカード
病気や障がいのある人などが、緊急連絡先や必要
な支援内容などを記載し、災害時や日常生活の中で
困ったときに、周囲に支援や配慮が必要であること
を知らせるためのカードです。
思いやりのある行動とあなたにできる支援や配慮
をお願いします。
●ヘルプカードを持っている人がいたら・・・
・電車やバスの中で、席をお譲りください
・支援が必要な様子であれば、「何かお困りですか」
と声をかける

・災害時、安全に避難するのを手助けする
（表面） （裏面）

 熊本県健康福祉政策課 地域支え合い支援室
 ☎096－333－2202 FAX096－384－9870

困難を有する子ども・若者に
よりそいましょう in 宇城

◆日 時 2月16日（日）
13時～16時（12時30分～受付）

◆場 所 ウイングまつばせ コミュニティアリーナ
◆参加費 無料
◆内 容 講演「安心・安全な居場所を求める子ど

も達」～児童相談所の役割と現状～、地域
の居場所の紹介、各ブースでの相談・交
流会

 熊本県子ども・若者総合相談センター
 ～ COCON（ここん）～ ☎096－387－7000
 （月曜～金曜 8時30分～ 21時）

防災行政無線の放送内容を
電話で確認できます！

① 0965－52－7831に電話をかける。
②最新の放送から順番に自動音声で再生されます。
また、 音声再生中に下の【プッシュボタン】を押す
と、
【0＃】 前の録音音声を再生
【1＃】 再生中の音声を最初から再生
【2＃】 次の録音音声を再生
【3＃】 一番最初から再生 
となり、目的の放送を聞くことができます。
※ただし、24時間前までの放送に限ります。
※氷川町役場または宮原振興局で録音されたもの
に限ります。
 総務課 生活安全係 ☎0965－52－7111

行政相談
行政サービスについてのご相談、お悩み、お困りの
ことはありませんか。相談は無料です。
秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。
◆日 時 2 月 21日（金） 10時～ 15時
◆場 所 宮原福祉センター
◆行政相談委員 松田幹男 ☎0965－62－3024

田口英輔 ☎0965－62－3263
 総務課 生活安全係 ☎0965－52－7111

4 月 1 日から竜北福祉センターと宮原福祉センターの
使用区分などを一部変更・統一します

【竜北福祉センター】・入館料（入浴含む）を「幼児 4歳以下は無料」を「小学生未満は無料」に変更します。
【宮原福祉センター】・「老人憩い室」を「会議室（和室）」に用途変更し、町内者の使用料を100円／時間、町

内者の冷暖房使用料を200円／時間に変更します。
・トレーニング室の使用料を町内者（中学生以上）100円／時間、町内者の冷暖房を
50円／時間に統一します。

・入浴料を「小学生未満は無料」に変更します。

※詳しくは、氷川町ホームページをご覧ください ⇒

 福祉課 福祉係 ☎0965－52－5852
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【お問い合わせ】 
八火図書館 ☎0965-62-3489

せき越えぬ
西條 奈加／著

桃源
黒川 博行／著

あたしたち、海へ
井上 荒野／著

21 Lessons
21世紀の人類のための21の思考
ユヴァル・ノア・ハラリ／著

信長を操り、見限った男 光秀
乃至 政彦／著

名探偵カッレ 城跡の謎
アストリッド・リンドグレーン／作

もいもいどこどこ？
市原 淳／作

古代遺跡のサバイバル①
洪在徹／文

しょうがくせいの
おばけずかん
斉藤 洋／作

はやくはやくっていわないで
益田 ミリ／作

新 着 図 書
一般書 児童書

◆日 時 2月8日（土） 14時～
◆場 所 氷川町公民館（多目的ホール）
◆日 程 受付 13時 30分～

開会行事 14時～
表彰 14時 10分～
読書感想文発表（小・中１人）
お楽しみ会 14時 30分～
・ちっちゃな劇場
『カエルの王さま』

グリム童話より
・Theちゃぶ台（大津町）

本まつりは、八火先生 ( 故・光永星郎氏 ) の命日（2 月 20 日）前後に、八火精神の継承と町民の読
書活動の推進を図ることを目的とし、毎年開催しているイベントです。
読書感想文・感想画の入賞者や多読賞の表彰のほか、劇団『Ｔｈｅちゃぶ台』によるお楽しみ会な

どがあり楽しいイベントとなっていますので、たくさんのご参加をお待ちしています。

開館時間
平 日  10時～18時
木 曜  10時～20時
土日曜  10時～17時

休館日
月曜・祝日
※詳しくはスタッフに
お尋ねください。

八 火 図 書 館 だより
第46回八火図書館本まつりを開催します !!

町内の小中学生が、心のきずなを深め、いじめを許
さない学校・学級づくりに対する意識を高めるために
考えた標語・ポスターを紹介します。人権尊重の視点
に立った町づくりを推進する上での啓発として期待で
きる作品です。
平成31年度熊本県教育委員会が県下の小中学生に募
集したもので、町内からも出品しました。

作品への一口感想
発する言葉は、人の心を大きく左右するものです。
まさに魔法の言葉です。ポスターの子どもたちの笑顔
のように互いの気持ちを心豊かにしましょう。

【お問い合わせ】生涯学習課 地域人権教育指導員 ☎0965-52-5860

人権啓発
コーナー 「人が尊重され、生きがいが感じられるあたたかい町」

～互いの人格と個性を尊重し合う社会づくりを目指して～

広げよう 魔法の言葉 ありがとう
氷川中学校 2年 梅田 菜々花 さん

気づこう 違う個性の すばらしさ
氷川中学校 2年 清田 和馳 さん

竜北西部小学校１年
濱田 伊桜里さん 作
（県教育委員会「奨励賞」）

臨時休館のお知らせ
・2月7日(金)15時～8日(土) ※本まつりのため
・2月18日(火)～20日(木) ※図書館システム更新のため


